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「加江田渓谷」

13 てのひら医学生と宮崎民医連の情報誌。 14てのひら 医学生と宮崎民医連の情報誌。

宮崎生協病院から南へ30分ほど車を走らせると自然豊かな加江田渓谷

がある。加江田渓谷との出会いはコロナが始める前の2019年5月25日「女

子会バードウオッチング」山歩きや野鳥の専門家による説明を聞きながら

歩いたあの日は今でも鮮明に読みがえってくる。新緑に包まれた森、沢

の音に負けないくらい美しくさえずるミソサザイ、バナナ木の休憩所でみ

た青い鳥、オオルリ。チュルルルルーと南国系の不思議な鳴き方のアカ

ショウビン。アカショウビンに似た鳴き方をする、かじか蛙など。それか

らは「また、あの鳥に出会えるかもしれない」と期待に胸をふくらませ、加

江田渓谷に足を運ぶようになった。双眼鏡と鳥の図鑑、おにぎりをリュッ

クに詰め込んでてくてくと片道3㎞の渓谷を歩く。しかし、そう簡単に自

然の動物に出会えるものではないようで、会えない日の方が多い。花も豊富で、春はノアザミ、秋には黄花のホ

トトギスなど季節を知らせてくれる。今年も出会えることを期待して渓谷へ足を運ぶだろう。

本／DVD／音楽etc紹介

私のススメ

医療現場ではコロナウィルスへの感染拡大防止そしてワクチン接種など様々な対応が求められてもうすぐ2年経

ちます。私は外来看護部で日 コ々ロナウィルス疑いもしくは陽性の患者様さんの対応をしています。

感染拡大を防ぐ対策として当初は来院されるすべての方に対して正面玄関前で問診や検温しトリアージを行っ

てました。現在は隔離プレハブ（玄関前）や隔離ブースが設置され有熱・有症状の患者さんをスムーズに診療で

きるようになってきました。

患者さん一人一人に詳しい状況をお聞きするのは受付だけでは困難であり、有熱や有症状の方は隔離ブース

にご案内して看護師が詳細な問診を聴取しています。その後、隔離の必要がなければ隔離解除としています。

しかし、感染に対する患者さんたちの不安は強く隔離ブースでの待機をなかなか理解してもらえず不安や怒り

を訴える患者さんもおられます。ピリピリした空気の中で隔離ブースでの待機に不安を持たれることは仕方のな

いことかもしれません。そこで、隔離ブースの椅子や部屋は消毒済みであることを伝えたり（目の前で消毒を行

ったり）それぞれコロナの手指消毒を促し安心して診療をうけてもらえるように努めています。隔離が必要な疾

患はコロナ以外にもあり日頃からの感染対策の徹底は重要です。患者さん・スタッフを守るためにも、患者さん

にも丁寧に説明し安心できる対応を心掛けていきたいと思っています。コロナが落ち着いて、以前のように制限

なく旅行やライブなど趣味を思う存分楽しめるようになるまでみんなで支え合っていけたらと願います。

外来看護師／齊藤　英子
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①
　「
ぼ
く
は
イ
エ
ロ
ー
で
ホ
ワ
イ
ト
で
、ち
ょ
っ
と
ブ
ル
ー
」 

（
ブ
レ
イ
デ
ィ
み
か
こ
著
）

　
著
者
は
英
国
在
住
の
日
本
人
。

当
時
中
学
生
だ
っ
た
息
子（
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
人
と
の
ハ
ー
フ
）と
の
生
活

を
綴
っ
た
エ
ッ
セ
イ
。
息
子
の
通

う
中
学
校
は「
底
辺
中
学
校
」と
呼

ば
れ
、
人
種
も
貧
富
も
ご
ち
ゃ
ま

ぜ
で
あ
る
。
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落
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落
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落
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④
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通
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し
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ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
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任
と
し
て
働
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の
主
人
公
伊
澤
春
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平
凡
な
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を
描
く
の
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が
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こ
の
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の
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こ
じ
れ
た
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識
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の
妄
想
が

流
れ
続
け
、
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の
中
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中
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。

⑤
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S
F
の
名
作
中
の
名
作「
三
体
」

作
者
の
短
編
集
。
短
編
も
う
ま

い
。「
三
体
」は
膨
大
な
の
で
、

こ
ち
ら
か
ら
入
る
方
が
と
っ
つ

き
や
す
い
か
も
し
れ
な
い
。

　
ち
な
み
に
、
私
は「
三
体
」が
好
き
で
好
き
で
、
第
三
部
の

と
き
は
発
売
日
に
ど
う
し
て
も
手
に
入
れ
た
く
て
書
店
に
向

か
っ
た
。
そ
の
書
店（
大
型
で
す
）で「
三
体
あ
り
ま
す
か
？
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と
言
っ
た
ら
、「
宮
崎
は
二
日
遅
れ
な
の
で
、
入
荷
は
あ
さ
っ

て
に
な
り
ま
す
」と
笑
顔
で
返
さ
れ
て
し
ま
っ
た（
本
当
の
話

で
す
。
皆
さ
ん
も
気
を
付
け
て
）！
　
と
て
も
辛
か
っ
た
が
、

（SF

だ
け
に
）「
時
空
を
超
え
れ
ば
三
体
を
買
え
る
！
」と
い
う

フ
レ
ー
ズ
が
浮
か
ん
だ
の
で
、
前
向
き
な
気
持
ち
に
な
っ
て

帰
路
に
就
く
こ
と
が
で
き
た
。

コロナ禍 「
最
近
読
ん
だ
好
き
な
本
」


